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道路でよく見かけるマンホール。どのマンホールも丸いけれど、そもそもどうして
丸いのでしょうか？マンホールに限らず、この世の中には、よく考えると「な
ぜ？」と疑問に思うことが山ほどあります。そんなたくさんの「なぜ？」達を
ぎゅっと詰め込んだのがこの一冊。今まで何となく引っかかっていたことはもちろ
ん、考えたこともなかった事物も紹介されていて、「そうだったのか！」という
“目から鱗”体験が存分に楽しめます。ちなみにマンホールが丸いのは「どの角度
にしても穴に落ちない」からだそう。ぜひ手に取って、世間にあふれる疑問をすっ
きり解消してみてください。（い）
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『どうしてそうなった？モノのかたち事典』
カプリティオ／文 大崎メグミ／絵 ポプラ社

「『１００万回生きたねこ』のナゾを解く
とらねこはなぜ１００万と１回目で死んだのか？」 宮崎哲弥／著 筑摩書房

おはなしタイム、おはなし会、ひよこタイム・こぐまタイムでは
こんな本を読みました。

1977年に刊行された絵本『100万回生きたねこ』は、50年近く経った現代でも
世界中の人々に愛されている名作で、子どもの頃に読んだという方も多いのではな
いでしょうか。インパクトの強い題名と何度も生まれ変わり続けるとらねこの物語
は一度読んだら忘れられません。この本は、『100万回生きたねこ』の物語を著者
の宮崎氏が読み解いていく内容になっています。とらねこの輪廻転生の謎や、最後
の白いねこに出会った人生ではそれまでと何が変化したのかなど、興味深い考察が
書かれています。子ども向けに書かれた絵本が大人の心にも響く理由がわかるので、
原作の絵本と共に読むことをおすすめします。（満）



『子どもと読書』４月２日は「国際子どもの本の日」、
４月23日は「子ども読書の日」。
また、4月23日～5月12日まで「こ
どもの読書週間」と子どもの読書に
関する行事が多くあります。
このことにちなんで、子どもの色々
な本を集めてみました。本を読む習
慣をつけるきっかけになればと思い
ます。

図書館からのお知らせ

田辺市のホームページリニューアルに伴い、図書館のホームページも
新しくなりました。ぜひご利用ください。

URL:https://www.city.tanabe.lg.jp/soshiki/
kyoikuiinkai/14/index.html
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